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平吹喜彦（東北学院大学名誉教授）

(三浦 修)

私が大切にしてきた視点・活動
海辺－平野－丘陵地－山地－高山の多様な自然とその連環

それぞれの領域で展開されてきた地域特有の自然と人のかかわり

鳥の眼・虫の眼とフィールド重視で調査・解析し、見える化する

みんなで考え、行動する



（新浜町内会ほか、2023)

活動事例: 東北地方太平洋沖地震・津波後に継続してきた

仙台市新浜地区の海辺における多様な協働
   

具体的情報: 南蒲生/砂浜海岸エコトーンモニタリング

ネットワークのホームページ



崖っぷちにある自然と人、EcologyとEconomyの調和

「みんな」で、触れて、知って、語り合い、行動する機会を増やそう！

知恵・技法・敬意・きずな ・・・・ を共有

基礎調査、見える化、地域づくり、臨床的な保全活動を応援します


	スライド 1: 景観生態学・植生科学・持続を可能にする教育 　　 平吹喜彦（東北学院大学名誉教授）            
	スライド 3
	スライド 4

